
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
☎
948
６
３
８

１
・
5
934
１
７
６
８
へ

　

人
口
２
万
６
０
１
８
人
・

１
万
１
６
４
３
世
帯
（
３
月

１
日
現
在
）
の
桑
原
地
区
は

近
年
、
市
道
松
山
環
状
線
や

樽
味
溝
辺
線
、
桑
原
１
８
４

号
線
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
そ

の
道
沿
い
に
は
多
く
の
店
舗

が
立
ち
並
ぶ
な
ど
、
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
桑
原

小
・
中
学
校
の
校
歌
に
も
う

た
わ
れ
、
桑
原
中
学
校
の
裏

山
に
あ
る
標
高
２
７
３
㍍
の

「
淡
路
ケ
峠
」
は
、
山
頂
か

ら
の
眺
め
が
絶
景
で
、
松
山

城
や
市
街
地
、
は
る
か
瀬
戸

内
の
島
々
ま
で
一
望
で
き
ま

す
。桜
の
名
所
に
し
よ
う
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
登
山
道
の

整
備
や
桜
の
植
樹
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

東
野
の
坂
を
上
る
と
、
１

６
６
１
年
に
松
山
藩
主
・
松

平
定
行
が
裏
千
家
千
宗
安
に

命
じ
て
つ
く
っ
た
「
東
野
お

茶
屋
跡
」
が
あ
り
ま
す
。
当

時
は
馬
場
も
備
え
る
周
囲
約

４
㌔
に
及
ぶ
広
大
な
も
の
で

し
た
が
、
宅
地
化
が
進
み
、

今
で
は
琵
琶
湖
を
模
し
た
池

と
京
都
清
水
寺
を
模
し
た
観

音
堂
な
ど
が
残
る
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
設
置
さ
れ
た

畑
寺
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
児

童
館
、
児
童
発
達
支
援
事
務

所
、
知
的
障
が
い
者
就
労
継

続
支
援
事
業
所
な
ど
を
備

え
、
市
東
部
地
域
の
福
祉
の

拠
点
と
し
て
、
利
用
者
と
地

域
住
民
と
の
交
流
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

淡路ケ峠からの眺め淡路ケ峠からの眺め

東野お茶屋跡東野お茶屋跡

桑原編

あ
わ

じ

が

と
う

市街地を一望・淡路ケ峠市街地を一望・淡路ケ峠

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量

器
が
あ
る
場
所
に
検
査
員
が
出
向

い
て
行
う
「
所
在
場
所
検
査
」
に

つ
い
て
は
、
経
費
見
直
し
に
よ
り

４
月
か
ら
、
計
量
器
１
個
に
つ
き

１
０
０
円
の
手
数
料
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

地
区
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
場
所

に
計
量
器
を
持
ち
込
ん
で
も
ら
っ

て
行
う
「
集
合
検
査
」
の
場
合

は
、
従
来
ど
お
り
の
手
数
料
で
す

４月から 毎週木曜日 20時54分～21時
再放送／毎週金曜日 15時50分～15時54分

  2日　健康増進計画「健康ぞなもし松山」完成
  9日　子どもを有害サイトから守ろう
16日　はなみずきセンターまつり開催
23日　子規博の新特別展に行こう
30日　水道について学ぼう愛媛朝日テレビで放送愛媛朝日テレビで放送

市政広報番組市政広報番組

まちトレ＋まちトレ＋プラスプラス

計
量
器
の
定
期

検
査
手
数
料
を
改
定

計
量
器
の
定
期

検
査
手
数
料
を
改
定

5月の番組（予定）は

お問い合わせは、広報課☎948-6877・5934-2578へ

　

市
中
心
部
か
ら
北
西
約
15

㌔
、
広
島
・
山
口
県
と
の
県

境
に
接
し
、
６
つ
の
有
人
島

（
野
忽
那
島
・
睦
月
島
・
中
島
・

怒
和
島
・
津
和
地
島
・
二
神

島
）
と
22
の
無
人
島
か
ら
な

る
、
人
口
４
２
１
６
人
・
２

１
１
９
世
帯
（
３
月
１
日
現

在
）
の
中
島
地
区
。
ほ
ぼ
全

域
が
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
で

美
し
い
海
と
島
並
み
は
、
誇

れ
る
地
域
の
宝
で
す
。

　

温
暖
な
気
候
を
有
し
か
ん

き
つ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
冬

に
は
島
々
が
オ
レ
ン
ジ
色
に

染
ま
り
ま
す
。
温
州
ミ
カ
ン

を
は
じ
め
、「
紅
ま
ど
ん
な
」

「
せ
と
か
」「
カ
ラ
マ
ン
ダ
リ

ン
」な
ど
は
島
の
特
産
で
す
。

漁
場
に
も
恵
ま
れ
、
こ
こ
で

と
れ
る
魚
介
類
は
市
場
な
ど

で
高
い
評
価
を
受
け
、
漁
業

も
地
区
の
主
要
な
産
業
に
な

っ
て
い
ま
す
。
怒
和
島
・
津

和
地
島
で
は
、
ま
つ
や
ま
農

林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
「
ぼ
っ

ち
ゃ
ん
島
あ
わ
び
」
の
養
殖

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
中
島
の
夏
の
風
物
詩

と
い
え
ば
、
全
国
屈
指
の
開

催
回
数
を
誇
る
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
が
有
名
で
す
。
昭
和
61

年
に
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
始
め
ら
れ
た
同
大
会
に

は
、
全
国
か
ら
約
５
０
０
人

の
鉄
人
が
参
加
し
、
灼
熱
の

太
陽
の
下
、
体
力
の
限
界
に

挑
戦
し
ま
す
。
全
島
民
を
挙

げ
て
大
会
運
営
や
応
援
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
そ
の
温
か
い

お
も
て
な
し
の
心
も
大
会
の

人
気
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

カラマンダリンカラマンダリン

トライアスロン中島大会トライアスロン中島大会

中島編

の
ぐ
つ
な

む
づ
き

ぬ
わ

つ

わ

じ

ふ
た
が
み

し
ゃ
く
ね
つ

ミカンとトライの島ミカンとトライの島

　

江
戸
時
代
、
松
山
藩
の
在

郷
町
と
し
て
栄
え
た
北
条
地

区
は
、
人
口
７
９
７
４
人
・

３
３
５
０
世
帯
（
３
月
１
日

現
在
）
で
、
支
所
や
大
学
・

高
校
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
集

ま
る
、
旧
北
条
市
の
中
心
地

で
す
。

　

北
条
港
の
沖
合
約
４
０
０

㍍
に
浮
か
ぶ
の
は
、
誇
れ
る

地
域
の
宝
・
鹿
島
。
そ
の
名

の
と
お
り
島
内
に
は
シ
カ
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
ま
た
海

水
浴
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
夏
に
は
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
山
頂
展

望
台
か
ら
は
、
忽
那
諸
島
の

ほ
か
高
縄
山
系
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
自
然
の
雄
姿
が
３

６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
で
楽
し

め
ま
す
。

　

毎
年
５
月
の
連
休
に
鹿
島

周
辺
で
開
催
さ
れ
る
「
櫂
練

り
」「
大
注
連
縄
張
替
え
」は
、

河
野
水
軍
に
由
来
し
、
８
３

０
年
の
歴
史
を
有
す
る
伝
統

行
事
で
す
。
戦
勝
祈
願
が
起

源
と
い
わ
れ
る
「
櫂
練
り
」

で
は
、
大
漁
旗
や
吹
き
流
し

で
飾
り
付
け
ら
れ
た
船
の
上

で
踊
り
が
演
じ
ら
れ
、
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
海
上
安
全
と

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
「
大

注
連
縄
張
替
え
」
で
は
、
寄

せ
ら
れ
た
多
く
の「
願
い
文
」

を
編
み
込
ん
だ
注
連
縄
が
、

鹿
島
沖
に
浮
か
ぶ
夫
婦
岩
に

架
け
ら
れ
、
大
勢
の
見
物
客

が
そ
の
様
子
を
海
上
か
ら
固

唾
を
の
ん
で
見
守
り
ま
す
。

櫂練り櫂練り

大注連縄張替え大注連縄張替え

北条編

か
い
ね

お
お
し　

め
な
わ

か
た

ず

ほ
う
じ
ょ
う

830年の歴史が育む伝統行事830年の歴史が育む伝統行事
ほうほう じょうじょう

　

市
北
部
に
位
置
し
人
口
１

万
１
２
５
５
人
・
４
１
３
２

世
帯
（
３
月
１
日
現
在
）
の

堀
江
地
区
は
、
本
市
で
最
初

の
住
民
自
治
組
織
「
堀
江
地

区
ま
ち
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
」
が
平
成
18
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
議

で
は
、
ふ
る
さ
と
ほ
り
え
の

も
の
知
り
検
定
の
実
施
や
歴

史
ガ
ル
タ
の
作
成
な
ど
、
地

域
の
歴
史
文
化
の
伝
承
を
図

る
ほ
か
、
地
域
一
体
と
な
っ

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

堀
江
町
に
あ
る
堀
江
新
池

親
水
公
園
は
、
１
８
３
５
年

に
造
ら
れ
老
朽
化
し
た
た
め

池
を
親
水
公
園
と
し
て
平
成

21
年
に
整
備
し
た
も
の
で
、

平
成
22
年
に
農
林
水
産
省
の

た
め
池
百
選
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

堀
江
港
の
沖
に
は
暴
風
雨

か
ら
港
の
安
全
を
守
ろ
う

と
、
１
８
５
５
年
に
村
民
の

力
で
一
文
字
防
波
堤
が
整
備

さ
れ
、
戦
後
は
旧
国
鉄
連
絡

船
が
、
昭
和
39
年
か
ら
は
民

間
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
し
、
港
周

辺
は
多
く
の
乗
船
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
昭
和
57
年
に

旧
国
鉄
連
絡
船
が
、
平
成
21

年
に
民
間
フ
ェ
リ
ー
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
の
人

た
ち
が
中
心
と
な
り
、
跡
地

で「
ほ
り
え
港
に
ぎ
わ
い
祭
」

な
ど
の
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域

活
性
化
を
目
指
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
に

は
、
ま
つ
や
ま
・
ほ
り
え
海

の
駅
と
し
て
休
憩
所
や
係
留

施
設
が
整
備
さ
れ
、
人
々
の

交
流
の
場
と
し
て
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

まつやま・ほりえ海の駅「うみてらす」まつやま・ほりえ海の駅「うみてらす」

堀江編地域一体のまちづくり地域一体のまちづくり

﹁
誇
れ
る
﹂
地
域
の
宝

﹁
誇
れ
る
﹂
地
域
の
宝

ほりほり ええ

くわくわ ばらばら なかなか じまじま
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